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那須扇状地東部の自然とゴニ地利用
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入蘭諮鯛焦勲の鱗臨祉会葡条劒雛をろ｝すている・品濃叢活釧妬し’

て1ま、祉会鎌4磁力も秘せない¢蔦やばり根本細てば西面の麺己無くうけてい

秘いえよ一死こ碗味煮ある地威の性格をつか毛うとす繍・1その地綾の鰍環詠

歎しそ倣礁拡げら摘入醜動ζくに屡業が・いかなる鵬の諦めであるかき

しろこと跳欝K重要であると考えろ．

鞭地誌ば三年榔前払漉き興癩筋ス騒室賑しヒ揺揺卸し姻
駕し資料．の得や飢・顧扇状蛇継ぴ．その中でも繍の旧川醐裾｝日金二一嫉孫
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　そして．まヂ地潜区分を中浬κ、自焦環境がどの橡であろのガを調べ．・次に宮漏糸件ど

劉妾なつながジをもつ農業がど：0旅に行われていうか、申でも籔近の電気場オぐ1くよ葛末田

イヒがど1のように：進めら：れ，いかなる西田を与えていうか紙芸ヒめろ：二乙にした・畠

　鉱形区分汰当敬雲で既に疲さ；れていろ油状遊’全稼の区分を大いに参考K：し、更に屋寧写

真の判魏，不充分ながう占地調査を茄えて石つ鳶。そして宜陵面、・台地面、段皿面・急｛斜

面に区暗した．調査地心南端の那珂唄詠いに赤られろように、基鑑の点訳翫唐ぱ廟心地の

軸に向って領呵してあり、この盆地状の地形の所詮那卿高原大細りうの噴出物が堆積し

ち。それが次才に侵蝕をうけ、灘状の固い地形が形成されたρ血陵地面ご区分したのは・

’この痢状地により埋め残された翻分であろ。次にて．の嶺状地ガ’侵蝕をうけたが，後蝕をう・

げずに残っためが台地面である。台地面形成後に切一ムの三下があり五霞地、台逝萄K厚

く燈積した。次に台地癒を侵蝕しだ部分を煮らしい廟状地がおおった，・こめ面を那珂韻支

、流と＝．ヌ彗玉才つ1をし三蚤11｝が㌧谷頭季…芝倉盤ζをゴ密＝了し1、　⇒馨乏滑面『き二形戚しフ≒三昏

丈姻田の癒骸ノ幡の地点1面積で概観してみると，薪地が45ヲ9・山秣原野が

玄2％で，薪地蜘よ擬汰県坐癒の44％と殆ど渋らず，企国平均ノ6％に対してば大林3

倍近：し｝値を示してeる。末E則ま畑地の2四強，旧地の68雅を占めラK田地域の4生楼を示し

ていろ。

　地形面の回忌感，まに地」ド末の斌存状堀、頓爵などと肉比し、ニピ地声用にかなりの鑑を

みせていろ。邸ち，丘虚血1よ壮絶葡に嗣薪を受1ナた斜面であり、一画面畑盆広く大鋸分眩

斌地であ’う、自：地面は：非轄に平坦であろが、ノ〃伍前穣の白一ム層の下が襟回で蝿下煮が
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深いた訪やはり林地が窺いが、次矛に畑』地が翻か東，煙隼，睦稲，とう宅ろ二し等が心血

されていろ。：段宜面は1高鍛血反ぴ翔珂1擁ラ意い　力段圭rば藤野が1多いカデ他ぱ殆ビ蒲地4ヒさ

来，可能：な1暇り未田北されていろ．末田は古くから心象：を利用して闘力、5れてあり、二φ点

．乏永性のため那須蹴衣廟猛まで旧く未臨壌鍾あったいわゆる那須ヶ原と牲格を異にして

ししる。

三和3《蜥練た麟農靴ンサスは価数髄の炉葬繍髄三脚三
友で二全国平均の畠6反に比較するヒ三三に大きく、2～3町の農家広矩を着めろ，薪

雌面積広調査地内で毛写によリ大きな差があり、細農村殉な北編でぱ／：♪平斯2’3町に対

し町飽饗勲吸ぐ兼栄農塚あ固し廟部では細町ヒなってe伽

　：挨金葎物としてぱ濠が尭ノで適意への依：有度ぽ非鴬に高い，煙草ば砦イヵヵの面などで勿

くのズ点があ・リ、次矛に末稲｝ぞ疫りつつあろが，豊国有数め錘鷹葉4）・産地で、換金比物ど

しての重継、墜ぱまだ．大ぎいようて塞あろ。

　換金旅物として芽／の地位を占める瓦窯0潅薇旅ぱ．宙くかう剥閑されてPわ震末、そ

の不足を禰うために探られた趨惣阻＊：鳳難・疏κ．そ烈て近年創意な薦壕をもつて熊

た電気拐水などに頼ってしじ§．

　電気栃オくによる木田化の傾陶ば，思慮）座商’海恕に面心綴蒋に若しくなり，一業景籠、緩

装縫i密を一豪した地域老あ拶．調変地域に於ては：元初かなりフK稲旅かすすめられていたの

でそれぼど強い影響をうけていなe前・もあ’うが1，七重山水の恵で家困化が頃－難であった地

誌隊次ρに闘田』さ簸ていったρ二の電気楊末によろ水田イヒぱ手刺な自然舞曲を人嘲が売賑

し・た農事であろう。フK田虫の目的とし’て1ま。収餐・壕4匝4）安定による農蕪維鞍の安定化

　o）庭草、陸稲を主と：．す’う畑創め量．蕊取に難薙、であった1労・切藁分の会理化○水田の米

＝を’食べたいといク農嶽の望み。土壌風蝕の肪止などがあげら叡よク。そしてこの地城4＞

地和k力聰くても羅嵯窟なこ掃地骸が霧1合平担や脇に亡していること・槻田訳す

＝5無毒を妖来の糎葦探でえた資金なビでま：かなえ～る余祐があったこヒニ。・餐麺放心〉只象屡氏

の生産意欲が高まった：二と＝などが愈愈由化を展i隆させる大きな原因となっている，そひて

，艇．栄よリ労腕力の面で法；カ、なり楽になったよ：収殺厳1浸し、収入が増加した肖次牙K農紫

三韓広合理化さ九向上しつフある。しかし二の旅に水稲及び裟廊の蓑へ60癩略農が強ん

東京に幽遠葡窺いにもかかわ彦ず、黒樹、蹴集などの比丘的、：近代劔繭匿旅物を．算入し蕊

うと3鋭る竜華に欠重ているど．いみ二之が権摘さ：れろ。

那須扇状地東南端地域の自然と土地利用

村山真知・子

蛇理といって毛受の分野も広く，そ組方蓋諭毛種々遥々であ軌牟謝ま限られた七回に

まとめかばならめわげで、渡憲章授の指慈力針の下1て小面域の地形と：土地利用を画くとにど

リ．＃げ輝にした・しかしは姻用どしりて弾に平面臨顯飽な記載にとどま碑
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